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GRENE −TEA シベ リア北 東部 タイ ガ ・ツ ン ドラ境界域フ ラ ッ クス観測
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1．は じめに

　北極域 は 近年 の 地球 温 暖化に よ る 全球平 均気温 の 上

昇 の 約 2 倍 の 温度上昇が起きて い る．今後、温度上昇
に伴 う環境変化が 予 想 され る．2011年度か ら 文部科学

省の iグ リーン ・ネ ッ トワーク ・オ ブ ・
エ クセ レ ン ス

（GR飜 E）事業北極気候変動分野 「急変する北極気候 シ ス

テ ム 及 び そ の 全 球的 な影響 の 総 合的解明 （GRENE
Arctic　　　C⊥imate　　　Change　　　Resenreh 　　　Project

（GRENE−ACCRP）」 が開始され た．同事業 の 研究課題 「環

北 極 陸域 シ ス テ ム の 変動 と気 候 への 影 響 （GRENE

Terrestrial　EcQsystem　in　Arctic ；　GRENE
．−TEA＞」　｛ま，

気候シ ス テ ム に お け る北極睦域 シ ス テ ム の 役鯏 と機能

を明 らか に して，全球 の 気候 へ の 北極域 の 変化の 影響
を 譁価 す る事 を 賢的 と して い る ．GREhE−TEA は ，
GRENE−ACCRP の 戦略 羅標  北極域に お け る温 暖化増幅
メカ ニ ズ ム 0）解明と  金球の気候変動及び将来予測に

おけ る北極域の役割の解明を達成するた め に，環北極
陸域における既存 および新規の現場観測，衛星 観測，
隲域 の 生態気候過程 の 数値モ デ リン グの 統合 に 向け て

密接な協力を行 っ て い る．

　20三3 年 6 月 か ら北極域 シ ベ リア 北菓部 の ロ シ ア連邦

サ バ 共 加 国チ ョ ク ル ダ近郊 の エ コ ト
ー

ン （生態 系遷移

域）の タイガ ・ツ ン ドラ境界域に あ る ＝ ダ ソ ク サイ ト

（北 緯 70．564e、東 経 148267°

、標 高 7m）に お い て

GRENE−TEAの
一

環 で 熱 ・水 ・二 酸化炭素フ ラ ソ ク ス 観測
を朋始 した，エ コ ト

ー
ン は地球温暖化に伴 う環境変化

の シ グナル が出やす い 領域の
・
つ で あ り、同 地 域で フ

ラ ッ クス 観測 をす る こ とによ り、同地域の 地表弼
一

大

気相互俘用 の 素過程 を明 らかにす る こ とが で き る と考
え られ る、コ ダッ ク サイ ト近郊 の ツ ン ドラ 域 で は こ れ

ま で に熱 ・水 ・二 酸化炭素 ・メ タ ン フ ラ ッ クス 観測 に

よ る研 究が 行 わ れ て い るが （例えば van 　der　Molen　 et

al ．，2007 ； Parmentier 　 et 　 al ．，20工0＞、タイガ ・ツ ン

ドラ境 界域 で は メタ ン フ ラ ッ ク ス の 観測は行われ て い

るが、熱 ・水 ・二 酸化炭索 フ ラ ッ クス 観測は行われて

い な い ．本稿 で は観測 の 概要を示す．

2 ．観測サ イ トとデータ

2，1 観測サ イ ト

　コ ダ ッ ク サイ ト（図）は、シ ベ リア 北東部 の 牝極海に流

れるイ ン ディ ギ ル ガ ノ1硫 域（流域面積 ：324，2441鋤 の 支

流域に位置 して お り、カ ラマ ツ の あるマ ウン ド状 の 少

し高い 地形 と ミズ tfケが ある少 し低 い 湿地 が 混在 して

い る。マ ウン ドと低 い 湿地 との 比高は 2〔｝cm 程度で
一

番
高 い とこ ろと低 い とこ ろの 差 は 50cm程度 で あ る（鷹野，
2013），年平均 気 温 は

一13．4℃ 、平均 年 降水 麌 は

200rrun（　197g　q 〜2008年，　BMDS ）である、熱 ・水 ・二 酸
化炭素 フ ラ ッ ク ス 観測シ ス テ ム は，カ ラ マ ツ が優 pti し

て い る 場所の 北約 200m 北 の 高 さ 10　tw　cm の 灌木があ

るマ ウン ドの 上 で 、イ ン デ ィ ギル ガ川の支流の 東の 約

200m の と こ ろ に 設 麗 し た．地表瀚 は 20cm程度 の 厚 さ

の 有機層 に 覆 わ れ，7 月上筍 で も士壌層は凍結 して い た．
こ の 地 域 に は 永 久 凍 土 が あ り，活 動 囀 の 厚 さ は

25cm−40cm である（va熱 der　Molen　et　aL ，2007），
2．2　デ

ー
タ

　熱 ・水 ・二 酸化炭素 フ ラ ッ ク ス 観測 シ ス テ ム （写窶）
は，超音波風速温度計（Campbell　Sci．　lnc．　CSAT3 ）と赤外
線水蒸気 二 酸化炭素分析議（Ca  pbell　Sci．　Inc．　ECI50）に
より高 さ 2．55m に お い て IOHzで計測 を行 い ，渦相関法

によ り30分 ｛1ε均 の フ ラ ッ ク ス を算出す る．放射収支の

測定 に は 4成 分（長波 ・短波の 土 下）放射計（HukSeFlux．
NROI ；高さ L37m ）を 用 い ，地 中熱流量 を熱流板

（Huksefiux；HFPOI ）と地 温 （CampbeH 　Sci．　Inc．；　107），土壌

　　　　　　　　　　　　　水分（Cambe韮1　Sci．Inc．；
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図 ： 観測サイ トの 位置

CS616 ，Sentek；EnviroSM
ARr ）の 鉛直分布か ら算

出す る．そ の 他に
一

般気

象要素 と し て 気温 ， 栢対

湿度，風向風速，気圧 ，
降水量（Vaisala

WXT52   ； 高 さ 1．6m ）を

測定 し（10分平均値を甜

録），地温 と士壌水分に

つ い て は マ ウン ドと湿

地 の 両方にお い て 灘定

してい る．発表では，観
測データ の 初期解析結

果 を示す苧黨で あ る．
コダ ：ソ ク サ イ ト

写真 ： フ ラ ッ クス 観測 シ ス テ ム
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